























































































































































































































































































































Guten Tag! Haben Sie Probleme? Ich möchte Ihnen gerne helfen.（こんにち
は！何かお困りですか？お手伝いしたいのですが）と声をかけてみましょう(10）。
日本の温泉や銭湯に慣れていないのはドイツ語圏からの旅行者には限らない。
授業中に「こんにちは！何かお困りですか？お手伝いしたいのですが」等の表現
の各国語訳を日本人が外国人留学生から学ぶことは可能だ。また、外国人留学生
に対しては絵本の絵を示しながら日本人が風呂場での作法を説明するなど、お互
いのコミュニケーションをはかることもできよう。
— 92—
図6　広瀬克也『妖怪バス旅行』
絵本館、2016年より
Ⅳ
「日本の絵本を非日本語で読む」と題する授業は、2010年に国立国会図書館
国際子ども図書館で開催された『日本発☆子どもの本、海を渡る』展にヒントを
得た。日本の児童書が海外で翻訳・出版されている事情をふまえて、授業に活用
したいと考えたのがきっかけである。当初「日本人によって日本語で書かれた絵
入りの作品」が、日本語以外の外国語に翻訳されたものをさがし、日本語版と外
国語版を比較するということを大前提としていればよかった。しかし、近年、そ
うした範疇では処理できない事例が出てきた。「作者は日本人であるが日本語以
外の外国語で書かれており、未だ日本語版が存在しない作品」を目にするように
なったのだ。
外国で仕事をする日本人が評価される例は数多いが、児童書の作家たちの中に
も日本を離れて海外で活躍している人々がいる。東京生まれのきたむらさとしは、
1979年にロンドンに移り、1982年のAngry Arthurでマザーグース賞を受賞し、
英国と日本両国で絵本を作っている。D・マッキーの『ぞうのエルマー』シリー
ズの翻訳者としても知られる。また、しまだゆかは絵本『バムとケロ』シリーズ
で人気を集めているが、カナダ在住であり、代表作『バムとケロ』は日本語版が
あるのはもちろんのこと、最近英語版とフランス語版が出された。海外在住の村
上春樹の作品がおそらく「日本文学」の範疇に入るのと同様の理由で、きたむら
さとしとしまだゆかの場合も、作り手が日本国の外に暮らしていても、作品を
「日本の絵本」としても許されるであろう。
今回考えさせられたのは、刀根里衣のケースである。授業の参加者の一人が旅
行に出かけ、「クラスの教材として使ってほしい」と言って中国語の絵本『美麗
的家園』（文図刀根里衣　翻訳　徐素霞　2015年）をプレゼントしてくれた。若
い学生に好まれそうな作品であったので、早速日本語版を入手して授業に使おう
と考えたが、日本語版は当時存在しておらず（2017年3月に（『ペンギンかぞく
のおひっこし』の題で小学館から日本語版が刊行された）ので、教材としての使
用をあきらめた。福井県生まれの刀根里衣は、若手絵本作家の登竜門といわれる
ボローニャ国際絵本原画展で注目され、イタリアに渡った。刀根の作品はヨーロッ
パやアジアでも出版されているが、著者インタビューによると「物語は日本語で
考えますが、出版社に見せるときは英語、もしくはイタリア語で文をつけます。
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ネイティブではないので、表現は直してもらいます。言語がわからない国の翻訳
版はノーチェック。一方、日本語版の場合、訳者さんは立てません。編集担当者
さんと時間をかけてつめていきますが、日本語はわかるだけあって、言葉選びは
悩みますね」と述べている(11）。
海外在住の日本人の作品で、外国語版が先に作られ、遅れて日本語版が出され
るという事例は、これまでも八島太郎の『からすたろう』などがある。今後は、
海外に渡った日本出身の作り手が、日本国内よりも外国で先に評価される事例が
増えていくのではなかろうか。その場合、日本語版ありきではなく、外国語版が
先にあって日本語版が遅れたり、場合によっては日本語版が作られないままとい
うことも考えられる。グローバリズムの時代においては、日本出身の絵本作家が
海外で活躍する機会はいよいよ増えるだろう。これからの授業の進め方として、
まだ日本語訳のない作品をあえてとりあげ、全員で協力して一から翻訳を試みる
のもよいと思う。外国語版をその言葉を母語とする参加者が日本語の下訳を作り、
日本語を母語とする参加者がわかりやすい訳文を考えるというやり方もある。日
本語オリジナル版の文章はいってみれば「正解」であるが、それが存在しない場
合、参加者が訳文を作るのは正解のない問題に取り組む行為だ。上手な訳文を作
れなかったとしても、学生にとっては有意義な経験になる可能性がある。今後も
参加者の言語能力を最大限に生かし、互いに協力体制をとれる授業の方法を模索
していきたいと思う。
（1）「日本の絵本を非日本語で読む」『小金井論集8号』2011年より、毎号同誌上で連載
（2）「映画「おまえうまそうだな」を語る　宮西達也さんスペシャルインタビュー」
http://mi-te.kumon.ne.jp/congents/article/9-312
（3）武田雅哉『中国のマンガ＜連環画＞の世界』平凡社、2017年
（4）「人民網　日本語版　日本の人気絵本作家・宮西達也氏、北京で講座を開催」
http://j.peolple.com/94473/8390676.html
（5）宮西達也『おとうさんはウルトラマン』学研、1996年　をはじめとする絵本をは
じめ、宮西の育児コラムなどを含む『おとうさんはウルトラマン／おとうさんの育
自書』やカルタなど、様々な作品がある。
（6）中根研一「中国ウルトラ漫画の世界」『連環画研究』2号、北海道大学連環画研究会
2013年、中根「中国ウルトラ漫画の世界2」『連環画研究』6号、2017年
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（7）中野明『裸はいつから恥ずかしくなったか』新潮社、2010年、85〜105ページ
（8）吉田集而『風呂とエクスタシー』平凡社、1995年、222ページ
（9）R・ベネディクト『菊と刀』長谷川松治訳　現代教養文庫、1967年、205ページ
（10）谷澤優子「おもてなしのドイツ語　最終回　温泉・銭湯でおもてなし」『NHKテキ
スト　テレビ　旅するドイツ語』2017年3月
（11）刀根里衣作『なんにもできなかったとり』新刊記念インタビュー
http://www.ehonnavi.net/specialcontents/contents.asp?id=172&pg=3
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